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みのかも文化の森
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み の か　 も　 文　 化　 の　 森　 ・　 10 月　 1 日　 オ　 ー　 プ　 ン

みのかも文化の森
◇所在地 美濃加茂市蜂屋町上蜂屋3299番地の１

◇森の面積 約9.0�

◇敷地面積 27,560平方�

◇建築面積 3,725平方�

◇延床面積 5,879.21平方�

◇総工費 約27億2,500万円

◇森のタワーの高さ 33.5�

市民ミュージアム

◇開館時間 午前9時～午後5時（一部施設を除く）

◇休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、第4火曜

日、年末年始

教育センター

◇開館時間 午前9時～午後5時

◇休 館 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始



計
画
は
20
年
前
か
ら

10
月
１
日
に
開
館
す
る
「
み
の
か
も
文
化

の
森
」。
そ
の
原
形
は
、
昭
和
56
年
に
策
定

さ
れ
た
第
二
次
総
合
計
画
に
あ
り
ま
す
。
同

計
画
で
は
、
郷
土
の
貴
重
な
歴
史
・
民
俗
資

料
を
収
集
し
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
た
め

郷
土
資
料
館
の
建
設
を
構
想
の
ひ
と
つ
と
し

て
盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、

昭
和
58
年
に
美
濃
加
茂
市
郷
土
資
料
館
建
設

基
金
条
例
、
平
成
元
年
に
美
術
品
等
収
集
基

金
条
例
を
制
定
。
そ
し
て
、
平
成
元
年
に
は

第
三
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
や
は
り
郷
土

資
料
館
を
構
想
に
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
市
民
が
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
「
文

化
の
森
」
構
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
有
識
者
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
す

る
郷
土
資
料
館
建
設
調
査
委
員
会
は
平
成
元

年
８
月
、　（
仮
）　
美
濃
加
茂
市
郷
土
資
料
館
基

本
構
想
を
ま
と
め
、「
文
化
の
森
」
こ
そ
郷

土
資
料
館
の
候
補
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
と

報
告
。
市
は
こ
れ
を
も
と
に
「
文
化
の
森
基

本
構
想
」
を
策
定
、
具
体
的
な
計
画
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
国
で
は
、
昭
和
59
年
に

臨
時
教
育
審
議
会
を
設
置
。
教
育
の
自
由
化

を
提
案
し
、
�
個
性
重
視
�
生
涯
学
習
体
系

へ
の
移
行
�
国
際
化
・
情
報
化
な
ど
時
代
の

変
化
へ
の
対
応
を
柱
と
し
て
教
育
改
革
を
提

言
。
平
成
14
年
度
か
ら
始
ま
る
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
な
ど
と
な
っ
て
実
現
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
平
成
４
年
に
教
育
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
研
修
な
ど
を
と
お
し
て

教
職
員
ら
と
と
も
に
「
生
き
る
力
」「
ゆ
と

り
」「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
」
教
育
を

考
え
て
き
ま
し
た
。現
在
各
小
中
学
校
で
は
、

地
域
の
物
的
・
人
的
資
源
を
活
用
し
た
教
育

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
歴
史
・

民
俗
資
料
や
芸
術
作
品
、
豊
か
な
自
然
が
あ

る
「
文
化
の
森
」
と
の
連
携
が
、
21
世
紀
の

美
濃
加
茂
市
の
学
校
教
育
を
考
え
た
上
で
も

非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
６
年
、
今
ま
で
の
「
文
化
の

森
」
の
構
想
に
教
育
セ
ン
タ
ー
を
取
り
込
ん

だ
複
合
施
設
「
文
化
の
森
プ
ラ
ザ
」
構
想
を
、

平
成
８
年
に
は
学
校
に
よ
る
「
文
化
の
森
」

活
用
の
骨
子
と
も
い
え
る
「
森
の
学
校
」
構

想
を
ま
と
め
、
全
国
に
も
類
を
見
な
い
文
化

と
教
育
の
複
合
施
設「
み
の
か
も
文
化
の
森
」

が
姿
を
現
し
た
の
で
す
。

目
指
す
の
は
新
し
い
教
育
へ
の
挑
戦
と
市

民
参
加
。
こ
こ
で
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
実
践

す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
し
い
教
育
へ
の
挑
戦

机
の
上
に
教
科
書
を
広
げ
、
先
生
の
教
え

を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む
ば
か
り
が
授
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も

大
切
。
ま
た
、
教
科
の
内
容
の
習
得
ば
か
り

で
な
く
、
人
間
性
、
創
造
性
、
自
主
性
な
ど

を
伸
ば
す
教
育
も
必
要
で
す
。
や
が
て
導
入

さ
れ
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、
教

科
書
の
な
い
学
習
。
こ
の
時
間
に
、
前
述
の

よ
う
な
教
育
を
い
か
に
す
す
め
る
か
が
、
21

世
紀
の
教
育
の
課
題
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
み
の
か
も
文
化
の
森
」
に
あ
る

資
料
や
施
設
を
利
用
し
た
授
業
展
開
が
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
教

育
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
学
芸
員
や
各

小
中
学
校
の
教
職
員
な
ど
と
研
究
を
重
ね

「
み
の
か
も
文
化
の
森
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
No
・
１
）」「
み
の
か
も
文
化
の
森
活
用
の

手
引
き
（
No
・
２
）」
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
れ
を
参
考
に
、「
森
の
学
校
」
で
の

授
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
児
童
・
生
徒
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
市
民
や
サ
ー
ク

ル
が
講
師
と
な
っ
た
り
し
て
学
校
と
地
域
が

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
教
育
の
可

能
性
を
引
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
、
学
校
と

地
域
社
会
の
共
同
に
よ
る
新
し
い
教
育
へ
の

挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

森
を
楽
し
む

け
れ
ど
も
「
み
の
か
も
文
化
の
森
」
は
、

教
育
の
た
め
だ
け
の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
、
自

由
で
自
発
的
な
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

作
品
や
資
料
の
鑑
賞
と
見
学
、
森
を
散
策

し
な
が
ら
の
自
然
観
察
、
講
座
で
学
ん
だ
り
、

施
設
を
借
り
て
創
作
を
楽
し
ん
だ
り
。
個
人

で
、
親
子
で
、
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
「
み

の
か
も
文
化
の
森
」
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

活
動
を
と
お
し
て
あ
な
た
の
蓄
積
が
増
え
、

新
し
い
仲
間
が
増
え
、
新
し
い
取
り
組
み
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
新
し
い
発
想
や
要
望
も
生

ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
一
緒
に

話
し
合
い
、
今
後
に
生
か
す
こ
と
で
「
み
の

か
も
文
化
の
森
」
は
、
よ
り
身
近
な
存
在
と

な
り
ま
す
。

「
み
の
か
も
文
化
の
森
」
で
は
み
な
さ
ん

が
主
人
公
。
役
割
や
機
能
を
固
定
し
な
い
こ

の
施
設
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
い
、
交
流
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
文
化
・
教
育
の
拠
点
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
毎
日
の
く
ら
し
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
も
機
能
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

緑のホール エントランスホール 情報学習室 収蔵庫 常設展示室 市民ギャラリー（企画展示室）

民具展示館 アトリエ棟 実習棟 森の中の彫刻 生活体験館（まゆの家） 森のタワーから市街地を望む



事前に申し込みを受け付けて定期開催する講座と、開催当日に自由に参加できる講座を用意

しました。 ”あそこへ行けば何かおもしろいことやってるよ”と、みなさんに思われる場所

になりたいと「みのかも文化の森」は考えます。あなたの都合に合わせてご参加ください。

定期的に開催する講座
申し込み �みのかも文化の森にある申込用紙に記入して9月20日（水）までに提出

�はがきに住所・氏名・電話番号・希望する講座を明記の上、9月20日（水）必着で郵送

＊電話、ファックス、電子メールによる受け付けはしません。申し込み多数の場合は抽選です。

受 講 料　材料費とともに受講初日に全額納入

そ の 他 ・対象の「一般」は18歳以上とします

・講座会場は、「みのかも文化の森」研修室、工芸室、生活体験館などです

特 集

7

自由に参加できる講座
申し込み 事前申し込みは不要、開催当日に受け付けます（アートな一日講座・山口啓介ワークショップのみ要申し込み）

6



河合雅雄（兵庫県立人と自然の博物館館長）
若林　奮（彫刻家）

と　き　10月21日（土）午後2時～4時

ところ　市民ミュージアム・緑のホール

定　員　120人

参加費 500円

申込み　9月11日から電話、または直接受け付け

9 : 30 開　場 ＊受付でささやかな「森のプレゼント」を配布（数に限りがあります）
10 : 00 オープンセレモニー（市民ミュージアム 芝生広場ほか）

「森の歌・森の声」…出演；朗読グループ「かたりことり」と美濃加茂少年少女合唱団　　　　　　

「ファンファーレと楽団演奏」…演奏；市消防音楽隊

「森のフラッグアート披露」

「森のメッセージ」ほか

11 : 00 「芸術と自然」展オープニング（企画展示室、森の中）

11 : 30 市民ミュージアム館内ツアー（市民ミュージアム）

12 : 00～14:00

伝承料理試食＆生活体験実演（生活体験館）

13 : 00 市民制作舗道ブロック披露（美濃加茂青年会議所・南駐車場周辺）

オープン記念メール交換（情報学習室ほか）

13 : 30 森バス発着セレモニー（正面玄関）

14 : 30 野外劇「真夏の夜の夢」公開リハーサル（文化の森 森のステージ）

16 : 40～17 : 50

弦楽器デュオ「アート・オブ・ストリングス」コンサート（市民ミュージアム エントランスホール）

18 : 30～20:00

野外劇「真夏の夜の夢」（文化の森 森のステージ）出演；劇団近代座と小羊たち・市民

＊来場者にささやかな「森のプレゼント」を配布（数に限りがあります）

10 月 1 日 み の か も 文 化 の 森 オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン ト

自 然 を 考 え る10/21
(土)

対
談山口啓介ワークショップ

10/14・15
(土)(日)

カセットケースに落ち葉や枯れ枝など森の中の身　
近な素材を入れ、自然をアートします。
と　き　10月14日（土）午後1時～午後4時

15日（日）午後1時～午後4時

ところ　市民ミュージアム・エントランスホール

定　員　各30人（小学5年生以上が対象）

受講料 無料

申込み　9月11日から電話、または直接受け付け
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�
「
影
シ
リ
ー
ズ
　
菜
の
花
と
影
�
」

大
久
保
英
治
　
作

�
「
緑
・
�
ー

１
９
９
７
年
の
く
る
み
の
葉
�
、　�

」

若
林
　
奮
　
作

�
「
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

山
口
啓
介
　
作

◇応募資格 16歳以上

◇応募点数 一部門1人2点まで（ただし入選・入賞

作品は1点。部門によりその限りでない）

◇出品料 一　般　1点目1,000円、2点目500円

高校生 1点目 500円、2点目300円

◇作品規格

�洋　画 1 0号から1 0 0号までの額装。版画は小品

でも可。

�日本画 10号から100号までの額装。

� 書 漢字・かな・その他（額装のこと）

仕上がり寸法

・縦のみ…60.6�×245.0�以内

・縦横自由…78.8�×181.8�以内

・その他…90.9�×90.0�以内

�彫塑・工芸…規格については制限なし

�写　真…カラー・モノクロ・半切以上全倍まで

（額装またはパネル）。組写真は3枚以内と

し、全倍に納める。

【注意】
・文化会館・みのかも文化の森などにある出品作品

申込票、作品預証、貼付票に必要事項を記入の上、

出品料を添えてみのかも文化の森へ搬入すること。

・額装はアクリルとし（ガラスは不可）展示用ヒモ

を付けること。

・いずれの作品も未発表であること。

・取り扱いが容易なものであること。

◇搬入日 11月11日（土）～12日（日）

午前9時～午後5時

◇搬入場所 市民ミュージアム

文 化 会 館

��1108

第 4 5 回

美濃加茂市美術展
会　場；みのかも文化の森・市民ミュージアム
と　き；11月23日（祝）～12月3日（日）

午前9時～午後5時（最終日は午後4時）

第
44
回
美
濃
加
茂
市
美
術
展
市
展
大
賞

横
井
秀
子
さ
ん
作
（
彫
塑
・
工
芸
の
部
）

「
悠
遊
」

当日は会場周辺に

臨時駐車場を用意

します。係員の誘

導に従ってご利用

ください。

み の か も 文 化 の 森 ・ 市 民 ミ ュ ー ジ ア ム 開 館 記 念 展

芸 術 と 自 然
1 0 / 1（ s u n ） ～ 1 0 / 2 9（ s u n ）

若林奮・大久保英治・山口啓介
美濃加茂自然環境会議2000


